
　資産の形成に充てた国・県支出金、

町税などから、資産形成につながらな

い行政サービスに伴うコストを差し引

いたもの。

期首純資産残高 ２５４億２,５７８万円

一般財源 ４８億４,８５４万円

国県補助金など ９億９,７３２万円

純経営行政コスト △６２億３,０８９万円

　町にどのような資産があるかを表示。

町はこれらの資産（土地、建物・現金

など）を有効に活用することで、町民

の皆さんにさまざまなサービスを提供

することができます。

公共資産

　有形固定資産 ３４０億６,２８９万円

　売却可能資産 ２,４７１万円

投資等

　投資および出資金 １億１,７３１万円

　貸付金 １５０万円

　基金など １６億７,６９４万円

　その他 １億１,１５６万円

流動資産

　現金預金 １３億１,８７１万円

　　（うち歳計現金 ８,２７１万円）

　未収金 １,３６０万円

　町にどれくらいの負債があるかを表

示。毎年度の経費に加えて、これらの

負債返済のため、町民の皆さんに負担

を求めることになります。

固定負債

　地方債 ８９億２,６８４万円

　長期未払金 ２億６２１万円

　退職手当引当金 ２１億２,１４１万円

流動負債

　翌年度償還予定地方債 ９億３,２２１万円

　その他 ９,９７８万円
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資　　産 負　　債

純  資  産

３７３億２,７２１万円 １２２億８,６４５万円

２５０億４,０７５万円

◆一般会計のバランスシート＝総務省方式改訂モデル＝ （平成２０年３月３１日現在）
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※昨年度までとは算定方式が異なりますの

で、比較数値は掲載していません。
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